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視覚的顕著性と意味的文字情報が意思決定過程に及ぼす影響を、対象への滞在時間、first fixation 

および Attentional Drift diffusion model を用いて検討した。AIで生成した日用品画像と商品の

購買欲を刺激するバイアスの文字情報を組み合わせた画像（顕著性あり/なし×文字情報あり/なし）

を用い、二肢強制選択課題を行った。結果、文字情報がない場合は顕著性の高い画像の選択率が有意

に高くなった。文字情報がある場合は、顕著性に関わらず意味情報が選択を規定し、選択率が高くな

り、情報処理負荷に起因する反応時間も有意に長くなった。また、文字情報が判断の一貫性を変化さ

せ、注視依存性を変容させるといった情報処理構造を動的に変化させることが判明した。 
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